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Ⓒ 医療トレーサビリティ推進協議会

全国製薬企業 部門別DXアンケート依頼概要

■実施期間：2025年10月15日～2025年12月末日
■実施方法：インターネット回答方式
■対象：製薬団体を通じ、加盟企業へ依頼

【目的】
①製薬企業における部門別DXの現状把握（生成AI活用含む）
DXに対する認知度・関心・推進状況を「部門単位」で可視化し、客観的データとして共有する。

②DX推進における現場課題・優先改善領域の特定
非効率な業務、データ未整備、連携の困難さなど、実務上のボトルネックを部門別に洗い出す。

③“あるべき姿（To-Be）”に向けたニーズと支援項目の明確化
DXによって何を改善すべきか、どんな支援が求められているかを把握し、業界・企業の変革に活かす。
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Ⓒ 医療トレーサビリティ推進協議会

中間報告 2025年12月01日

回答企業 ３５３名
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Ⓒ 医療トレーサビリティ推進協議会

製薬DX 調査結果 中間報告 （回答者分布）
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Ⓒ 医療トレーサビリティ推進協議会

製薬DX 調査結果 中間報告 （各社のDX定義）
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Ⓒ 医療トレーサビリティ推進協議会

製薬DX 調査結果 中間報告 （DXの必要性）

DXの必要性 非常に感じている 全体の６２％
ある程度感じていると合わせると ９６％と非常に高い

Ｎ＝３５３
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Ⓒ 医療トレーサビリティ推進協議会

製薬DX 調査結果 中間報告 （DX推進の障壁）

DX障壁TOP３
①データや業務の標準化 ②IT・DX人材不足 ③導入コストやROI不明確
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Ⓒ 医療トレーサビリティ推進協議会

製薬DX 調査結果 中間報告 （今後改善が必要なタスク）

手順書の標準化や属人化の解消がTOP課題
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Ⓒ 医療トレーサビリティ推進協議会

製薬DX 調査結果 中間報告（生成AI利用状況）

・生成AIは導入されているが効果検証中
・文書・記録の作成支援や
データの要約・分類にフォーカスしている
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Ⓒ 医療トレーサビリティ推進協議会

製薬DX 調査結果 中間報告（業界団体に期待すること）

アンケートより業界全体で支援すべきことは、
・成功事例/取り組みの紹介
・共通テンプレートや標準化の整備に期待
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Ⓒ 医療トレーサビリティ推進協議会

製薬DX 調査結果 中間報告（現在の部門別回答数）

全部門より均等に回答頂けていますが
エビデンスデータとしては少ないためご回答支援お願い致します
＊次頁以降に部門別の課題を一部紹介します

Ｎ＝３５３
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Ⓒ 医療トレーサビリティ推進協議会

製薬DX 調査結果 中間報告 （研究開発部門）
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Ⓒ 医療トレーサビリティ推進協議会

製薬DX 調査結果 中間報告 （安全性部門）
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Ⓒ 医療トレーサビリティ推進協議会

製薬DX 調査結果 中間報告 （品質保証部門）
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Ⓒ 医療トレーサビリティ推進協議会

製薬DX 調査結果 中間報告 （製造部門）
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Ⓒ 医療トレーサビリティ推進協議会

製薬DX 調査結果 中間報告 （物流部門）
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Ⓒ 医療トレーサビリティ推進協議会

製薬DX 調査結果 中間報告 （情報システム部門）
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Ⓒ 医療トレーサビリティ推進協議会

依頼事項

全国製薬企業 部門別DXアンケート調査依頼

■実施期間：2025年10月15日～2025年12月末日
■実施方法：インターネット回答方式
■対象：製薬団体を通じ、加盟企業・部門・個人へ依頼中

広く製薬業界全体でDX・IT化の現状を把握し、全体最適のための
エビデンスになれば幸いです

後日、集計報告書は、無料ダウンロード可能です。
何卒ご協力の程お願い申し上げます

■アンケート先URLhttps://www.dx-pharmadevice.com/pharma-survey

■アンケート先 URL
https://www.dx-pharmadevice.com/pharma-survey

https://www.dx-pharmadevice.com/pharma-survey
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